
 

【講評】 

1907 年竣工の浜寺公園駅舎は明治建築界の重鎮・辰野金吾の設計であり、

明治期のリゾート地の玄関口らしい優雅で個性的な姿で知られる。南海本線

連続立体交差事業により保存が危ぶまれたが、地元の人々の声もあり、南西

に 30ｍ曳家して保存された。 

現在は NPO 法人浜寺公園駅舎保存活用の会によって、ギャラリーとライブ

ラリーを併設したカフェ・イベントホールとして利活用されている。カフェ

の営業も含め基本的に活動はボランディアであり、会員の建物への愛情や活

動への熱意に頭が下がる。同時に活動の担い手の高齢化や固定化の心配があ

る。若年層への働きかけや地元のみならず全国の鉄道ファンへのアピールな

ど、これからも積極的な展開を期待している。 

                

（橋寺 知子 委員） 

浜寺公園駅舎の保存活動 

所在地     西区浜寺公園町 2 丁 188 

活動関係者  特定非営利活動法人 浜寺公園駅舎保存活用の会 


